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第１章	
 文房具の話 
 

 

森	
 雅秀 
 

 

 

1．はじめに 
 

	
 のりの話からはじめよう。 

	
 のりは日常生活でもひんぱんに使う文房具のひとつである。どんな家でもテーブル

や机のひきだしの片隅に、ひとつはころがっているであろう。文房具ののりには、大

きく分けてふたつのタイプがある。液体のりとスティックのりである（図 1）。 

	
 このうち液体のりは、小学校の工作などで使うチューブに入って指先で塗るタイプ

ののりを連想するかもしれないが、事務所などで用いられることはあまりないであろ

う。多いのは、キャップを外すと先端がスポンジになっていて、押出して使うタイプ

である。このタイプの液体のりで、最も大きなシェアを占めているのは、ヤマト

（YAMATO）の「アラビック・ヤマト」である。ヤマトの HPによれば、アラビック･

ヤマトの主成分は「ポリビニルアルコール」という化学樹脂である。かつてはアラビ

アゴムを主成分とする液体のりだったため、この製品名があるが、現在では使われて

いないらしい。 

	
 もう一方ののりのタイプであるスティックのりは、商品名の「プリット」（Pritt）が、

世界的に見ても圧倒的なシェアを誇っている。ドイツの文具メーカーHenkelの看板商

品で、日本ではコクヨが販売をしている。ホチキスやセロテープなどと並んで、特定

のメーカーの商品名が文房具の名前として定着している例のひとつであろう。日本の

メーカーのオリジナルと思っている人も多いかもしれない。円筒形の容器の先端のキ

ャップを外し、下の回転部を回すと少しずつ固形ののりが出てくる。この形状から、

日本に導入された頃は「口紅タイプののり」と言われたが、今では死語になっている。

それほど普及したのであろう。 

	
 さて、液体のりとスティックのりを使い分けている人は、どれほどいるだろうか。 

	
 粘着力の点から言えば、スティックのりより液体のりの方が強い（逆と思っている

人も多い）。プリットほどの有名メーカーの商品ならば、それほどではないが、100

円ショップのノーブランドのスティックのりなどは、貼り付けたはずでもすぐにはが

れてしまう。すぐではなくても、何年もたった後で昔の資料を取り出してみると、貼

ったはずの紙が、はらはらとはがれ落ちてしまうことがある。これはプリットでも起
































